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2026 春季生活闘争スローガン 

ＯＮＥ ＴＥＡＭで 今年も 賃上げ！ 
２０２６年 ３月 ９日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ連合北海道地協は３月１日、「２０２６春闘総決起集会」を

開催し、２０２６春闘勝利と政策・組織課題の解決と前進を目指し、

全組合員が運動に邁進する決意を固めあった。 

主催者を代表してあいさつした人見圭一ＪＲ連合北海道地協議長

（ＪＲ連合副会長・ＪＲ北労組中央執行委員長）

は、「安全の確立」をはじめ、「２０２６春季生活闘

争」「組織強化・拡大」「政策課題の解決」などに触

れ、「各課題の解決に向け、北海道地協が一丸となっ

て取り組みを強化しよう」と

呼びかけた。 

ＪＲ連合からは、住吉一家労働政策局長と谷

口昌隆組織・政治局長が出席し、住吉局長はＪ

Ｒ連合の２０２６春季生活闘争方針や労働基

準関係法制見直しの動きを説明し、「春闘の機会を活かして労働組合

の必要性をアピールしよう」と強調した。また、谷口局長は、現在の

政治情勢やＪＲ労働会の概要等を報告し、「ＪＲ連合への総結集を果

たしていこう」と訴えた。 

その後、田口広大幹事から基調報

告、各単組の代表者３名から力強い

決意表明を受けた。最後に、「本集会

で確認した課題の解決と前進に向けて運動に邁進する」とした集会

宣言を採択。人見議長の団結ガンバロウ集会を締めくくった。 
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